
17歳以前
(191),	
  4.3

18〜～19歳
(548),	
  12.2

20歳(507),	
  
11.3

21歳(545),	
  
12.122歳(426),	
  

9.5
23歳
(347),	
  
7.7

24〜～25歳
(477),	
  
10.6

26〜～29歳
(734),	
  16.4

30歳代
(626),	
  13.9

40歳以上
(88),	
  2.0

1年年未満
(1911),	
  42.6

1〜～2年年未満
(1117),	
  24.9

2〜～3年年未満
(518),	
  11.5

3〜～4年年未満
(318),	
  7.1

4〜～5年年未満
(220),	
  4.9

5年年以上
(405),	
  9.0

1970年年代
(98),	
  2.2

1980年年代
(649),	
  14.5

1990〜～1994
年年(716),	
  
16.0

1995〜～1999
年年(864),	
  
19.2

2000〜～2004
年年(974),	
  
21.7

2005〜～2009
年年(722),	
  
16.1

2010年年以
降降(466),	
  
10.4

性別

n=4,489

異文化間教育学会　第36回大会　2015年6月6日～7日

背景 
• 全世界の留学生数の増加／日本人の海外留学者数の減少 
•高等教育の質保証、学びの実質化をめぐる議論の高まり 
=>  グローバル社会で活躍しうる人材に求められる 
    スキルと能力の明確化・測定の進展 
=>  学生の海外学習の促進と、多様かつ効果的な 
        国際教育プログラムの開発ニーズの高まり

研究の目的 
• 海外留学が留学経験者の留学後の キャリア形成や人生に
与える中長期的なインパクトを明らかにする。グローバ
ル人材の育成という喫緊の課題に取り組む大学（国際教
育のカリキュラム改革等）と企業（人材育成とキャリア
形成）に対する有益な示唆の提供も目的とする。

研究の方法
対象者 
• 現在社会人、もしくは過去に社会人を経験したことが
ある人 
•小・中学校は主に日本で過ごし、高校卒業後に3か月
以上の海外留学を経験した人（ただし、卒業後も留学
を経験していれば、高校在学中に海外留学を経験して
いてもよい） 
•留学先の対象は、高等学校、大学、大学院、職業・専
門学校、語学学校（インターナショナルスクール・国
際バカロレア、民間のダンススクールやプロスポーツ
の育成チーム（専修学校等に属さないもの）、民間の
ビジネス研修機関は含まない） 
•海外留学の目的が語学習得や学位取得などであり、単
なるボランティアやワーキングホリデーは含まない。

60歳以
上,	
  .2%

55〜～59歳,	
  
2.9%50〜～54歳,	
  

9.1%

45〜～50歳,	
  
14.6%

40〜～45歳,	
  
20.5%

35〜～39歳,	
  
19.5%

30〜～34歳,	
  
17.8%

25〜～29歳,	
  
13.3%

24歳以下,	
  
2.0%

基礎データ

男性 女性

データ収集 
• 大規模な回顧的追跡調査（オンラインによる質問紙調査）
を実施。 
• 当該研究チームメンバーの個人的なネットワーク、国際教育
等の分野に関連したメーリングリストやソーシャルメディア、
民間の調査会社を通じて調査への参加協力を依頼。 
• 2014年12月～2015年5月上旬まで回答受付。 
•総回収数：5227件 
• 有効回答数：4,489件（確定値） 
＊重複や不正回答などを厳しくスクリーニング 
•分析方法：本発表では、全体集計、クロス集計の結果の一
部を報告する。今後はインタビュー調査を行い、すでに実
施済みの雇用主調査との関連についても分析予定。

グローバル人材育成と留学の長期的なインパクトに関する研究 
―留学がその後のキャリアや人生に与える影響について―

科学研究費補助金（基盤研究（A）課題番号25245078　 研究代表者：明治大学国際日本学部教授　横田雅弘
発表者：新見有紀子（一橋大学）横田雅弘（明治大学）太田浩（一橋大学）北村友人（東京大学）

年代（現在の年齢）

n=2,205 n=2,284

研究の概要

1

5.8

13.3

3.1

37.3

34.0

6.3

11.8

5.8

12.6

2.7

34.2

29.7

4.8

10.2

0 10 20 30 40 50

高校在籍中

(262,262)

高校卒業後

(597,565)

職業・専門学校在

籍中(141,123)

大学在籍中

(1675,1534)

大学卒業後（社会

人含む）

(1528,1331)

大学院在籍中

(283,216)

大学院修了後（社

会人含む）

(528,458)

留学経験（すべて） 最初の留学

最大５つまで回答可能。同
一時期の複数回の留学や、
一度に複数の学校に留学し
た場合それぞれカウント。
回答者の留学経験が複数回
ある場合、回答者にとって
最も重要な海外留学経験を
選択してもらい、分析に用
いている。複数回の留学経
験者は２割。

留学経験の時期 n=4,489 一番初めの留学の 
開始年

一番初めの留学の 
開始年齢 留学期間（合計）

n=4,489 n=4,489

男性(2205),	
  
49.1

⼥女女性(2284),	
  
50.9

n=4,489



5000⼈人以上
(734),	
  16.4

1000⼈人〜～4999
⼈人(631),	
  14.1

500⼈人〜～999⼈人
(372),	
  8.3

300⼈人〜～499⼈人
(283),	
  6.3

100⼈人〜～299⼈人
(530),	
  11.830⼈人〜～99⼈人

(483),	
  10.8

10⼈人〜～29⼈人
(306),	
  6.8

5⼈人〜～9⼈人
(210),	
  4.7

5⼈人未満(940),	
  
20.9

60.4

27.2

58.4

18.7

25.6

16.9

5.7

9.5

38.7

5.2

13.3

5.6

7.8

8.7

2.5

2.9

12.6

13.8

25.4

5.6

9.7

5.2

1.8

3.4

9.1

8.3

19.7

7.5

8.1

3.1

1.4

3.2

� �� �� �� �� �� �� ��

F/�5,1/5�
��
7

�4)47& 3$3�	0:*1

/5�
��
7

-);836�DH�0
�
��


7

23
�</��
��
7

=G 2A�1�
��
7

/( >?I+�4#@4) ./

1/5�
��
7

��!� BC 3$I+�4#@

4) /61/5�
��
7

9-1/"�%��
��
7

1J3"'E 1" 2" 3"

8.9

13.6

3.4

22.3

8.4

8.6

4.1

8.0
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1.1
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3.0

4.4

0.9

6.8
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25.0

24.1

41.2

36.1

35.8

11.1

30.2

41.5

27.0

25.3

29.9

19.6

26.1

18.3

25.9

22.3

18.9

19.4

48.5

56.3

51.1

52.3

56.3

35.8

51.6

51.5

52.1

54.2

55.9

54.4

54.6

46.7

53.1

55.6

45.3

48.9

22.0

17.5

6.7

10.4

7.2

43.9

16.3

6.2

18.6

18.5

12.7

23.3

17.1

30.9

18.9

19.8

31.3

28.2

4.5

2.2

1.0

1.2

0.7

9.2

2.0

0.8

2.3

2.0

1.4

2.7

2.2

4.2

2.2

2.4

4.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1専門知識・技能

2基礎学力・一般教養

3外国語運用能力

4コミュニケーション能力

5留学先の社会・習慣・文化に関する知識

6リーダーシップ

7積極性・行動力

8異文化に対応する力

9ストレス耐性

10目的を達成する力

11柔軟性

12協調性

13社交性

14創造力

15忍耐力

16問題解決能力

17批判的思考力

18論理的思考力

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

2.3%

4.0%

44.1%

39.3%

17.6%

7.9%

7.0%

2.1%

23.1%

38.6%

5.9%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(2205)

女性(2284)

高校 大学 大学院（修士） 大学院（博士） 語学学校 その他

58.0%

47.9%

8.7%

9.5%

11.2%

15.2%

7.2%

11.9%

5.6%

6.5%

9.3%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(2205)

女性(2284)

アメリカ合衆国、カナダ 中国、台湾、韓国

イギリス オーストラリア、ニュージーランド

ドイツ、フランス その他

ネイティブ並,	
  
8.2

仕事上⼗十分なコ
ミュニケーション
ができる,	
  36.6

仕事上ある程
度度コミュニケー
ションができる,	
  

29.2

⽇日常会話程度度,	
  
26.0

ネイティブ並,	
  
8.8

仕事上⼗十分なコ
ミュニケーション
ができる,	
  37.0

仕事上ある程
度度コミュニケー
ションができる,	
  

28.6

⽇日常会話程度度,	
  
25.6

向上した能力 最もレベルが高いと回答 
した外国語のレベル

留学のインパクト（全体）

リーダーシップ向上の割合が極めて低い。
最もレベルが高いと回答した外国語のほとんどは英語である
が、仕事上十分なコミュニケーションができるレベル以上は、
全体の45%程度。

13.6

6.6

26.5

19.1

18.2

15.8

47.4

32.8

48.4

51.4

55.2

53.1

26.5

36.2

20.3

24.0

22.5

24.6

12.5

24.4

4.8

5.6

4.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1あなたは、現在の仕事に満足している

2あなたは、現在の収入に満足している

3あなたは、自分の留学経験に満足している

4あなたは、仕事以外のプライベートな生活

に満足している

5あなたは、交友関係に満足している

6あなたは、人生に満足している

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

n=4,489

n=4,489

人生の満足度 n=4,487現在の英語のレベル

n=4,014

留学経験への満足度は8割弱と高いが、現在の仕
事への満足度は6割程度にとどまる。

27.9

14.7

31.2

27.8

18.1

13.1

16.3

43.9

20.8

32.6

44.7

25.2

32.5

28.0

16.0

18.6

21.3

15.0

32.5

26.9

28.2

5.0

10.6

6.4

3.9

13.9

15.9

12.3

5.0

12.9

2.1

3.6

4.6

4.9

7.6

0.8

13.1

3.5

3.4

2.0

2.5

2.5

4.7

0.7

1.0

1.6

1.8

2.1

1.5

4.7

2.1

0.5

2.0

2.5

3.0

n=2,762
年収

事務職(1457),	
  
32.5

営業職(607),	
  
13.5

技術職(390),	
  
8.7

研究職(304),	
  
6.8

専⾨門職(827),	
  
18.4

その他(904),	
  
20.1

従業員規模現在の職種
経営者・役員ク
ラス(452),	
  10.1

管理理職クラス
（部⻑⾧長・課⻑⾧長、マ
ネージャー、教
授など）(911),	
  

20.3

⼀一般社員クラス
（助教なども含
む）(1856),	
  41.3

アルバイト・契
約社員など
(659),	
  14.7

その他(611),	
  
13.6

2000万円以上
(74),	
  1.6

1500〜～2000万
円(101),	
  2.3

1000〜～1500万
円(315),	
  7.0

800〜～1000万円
(431),	
  9.6

600〜～800万円
(530),	
  11.8

400〜～600万円
(947),	
  21.1

200〜～400万円
(1233),	
  27.5

0〜～200万円
(857),	
  19.1

役職

n=4,489

現在の職業について

n=4,488

語学・⾔言語学
(722),	
  26.1

歴史・⽂文学・哲
学(156),	
  5.6

経済学(178),	
  
6.4

経営学・商学
(368),	
  13.3

法学(79),	
  2.9

政治学・⾏行行政
学・国際関係
(176),	
  6.4教育学・社会

学・⼼心理理学
(190),	
  6.9

芸術(167),	
  6.0

教養・リベラル
アーツ(116),	
  4.2

看護学・福祉学
(13),	
  .5

スポーツ科学
(23),	
  .8

医学(56),	
  2.0

理理化学・⽣生命・
農学(117),	
  4.2

理理⼯工・情報学
(206),	
  7.5

その他
(195),	
  7.1

留学の専攻・専門分野

※分野無回答者（n=1,727）について
n=1,727の内訳（高校83/143、語学学校
1,353/1,391、その他291/315）
※左記の集計値は、ほぼ大学・大学院へ
の留学とみなしてよい。

n=4,489

30.1%

39.9%

82.9%

64.4%

9.0%

29.2%

57.3%

39.6%

10.9%

8.4%

7.3%

3.8%

12.6%

20.4%

6.2%

27.2%

83.7%

67.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校(143)

大学(1870)

大学院（修士）

(568)

大学院（博士）

(202)

語学学校(1391)

その他(315)

学位取得/卒業 単位取得（交換留学等） その他

留学先学校種別（性別・形態別）留学先国（性別）

調査参加者の中では、アメリカへの留学
が圧倒的に多い。

大学への留学が割合としては一番高い（交換留学、
学位留学の両方を含んでいる）。

n=4,489

2

留学の主な目的 n=4,486



16.9

22.4

29.2

38.8

25.8

40.0

47.4

50.3

45.5

47.6

37.3

27.0

18.2

13.5

23.3

5.8

3.1

2.4

2.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1授業で積極的に発言した

2先生と積極的に交流した

3クラスメートと積極的に交流した

4宿題に積極的に取り組んだ

5授業内のプレゼンテーションに積極的に取

り組んだ

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

11.7

29.1

16.9

23.2

7.1

5.1

16.0

14.9

4.1

5.2

40.7

51.7

49.9

52.1

31.3

27.5

32.7

31.7

20.3

31.2

37.4

16.9

28.4

21.8

48.9

53.7

34.8

35.4

52.6

51.7

10.2

2.2

4.8

2.9

12.7

13.8

16.4

18.0

23.0

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1異文化への適応

2外国語能力の習得・運用

3現地の人たちとのコミュニケーション

4学業面・研究面

5友人関係

6教職員との関係

7生活費や渡航費の工面

8学費や研究費の工面

9身の安全の確保

10生活や社会に関する情報収集

とても苦労した ある程度苦労した あまり苦労しなかった 全く苦労しなかった

14.3

14.7

11.3

8.0

10.6

6.7

9.3

33.0

21.1

32.3

28.1

24.5

39.7

27.2

13.7

36.5

31.2

21.2

18.4

35.1

17.6

29.3

56.1

49.8

55.7

49.3

49.1

44.9

51.0

46.8

21.0

15.1

14.3

17.7

26.5

19.6

26.8

8.6

23.9

9.9

17.1

22.2

12.2

16.3

32.1

3.0

2.4

5.0

7.7

7.7

13.0

11.6

1.2

3.5

1.3

3.6

2.7

2.4
4.0

5.6

25.3

36.6

48.1

48.2

20.2

43.2

23.0

1.1

1.7

0.8

1.8

1.4

0.8

1.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1学生宿舎や寮で積極的に交流した

2ホームステイ先で積極的に交流した

3アルバイト／インターンシップ／アシスタントシップで積極的に活動した

4クラブ活動に積極的に参加した

5学内の行事（学生自治会、学内のイベント）などで積極的に活動した

6ボランティア活動に積極的に参加した

7日本に関する活動（日本人会、日本文化の紹介など）に積極的に参加した

8留学先の文化を理解しようと努力した

9留学先の歴史を知ろうと努力した

10留学先の習慣に適応するよう努力をした

11留学先の食事に馴染もうと努力した

12留学先の現地の人との交流に積極的に参加した

13留学中に滞在国の魅力が高まった

14留学先は思ったよりも危険ではなかった

15留学先は日本と共通点があり馴染みやすかった

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 当てはまらない

クラスメート
との交流、宿
題への取り組
みの回答が多
い。

外国語の運用、
学業・研究に
対する苦労の
回答が多い。

寮やホームステ
イでの積極的な
交流は５割近く
に上る一方、ク
ラブ活動、アル
バイト・アシス
タントシップな
どの参加割合は
高くはない。

授業に関する活動 n=4,487 留学中の苦労 n=4,489 授業以外の活動 n=4,489

中間ファクター（全体）

33.0

30.1

14.1

24.1

11.2

8.0

36.7

32.3

23.3

34.3

20.7

23.0

23.0

21.8

38.5

24.1

32.7

37.0

7.3

15.7

24.1

17.5

35.4

31.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1キャリア設計の上で助けになった

2現在の仕事に就く上で助けになった

3現在の年収を高めるのに役立った

4現在の仕事において留学で学んだ知識やス

キルを使っている

5起業しようという意欲が高まった（営利・

非営利）を含む

6NPOや社会活動をしようという意欲が高

まった

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

20.1

21.3

18.5

19.7

36.0

34.7

34.7

35.9

28.0

26.9

29.7

27.4

15.9

17.0

17.2

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1自分の留学経歴が評価された

2留学で身につけた語学力が評価された

3留学で学んだ知識やスキルが評価された

4外国人とのコミュニケーション経験が評価

された

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

採用における評価 n=4,483キャリアへの影響 n=4,486

6.1

5.7

10.2

11.4

16.1

10.7

7.0

20.1

17.4

27.9

24.3

26.6

20.8

15.1

63.6

66.4

54.7

57.6

46.4

53.7

61.1

5.2

4.8

3.5

3.7

3.6

3.6

3.6

5.0

5.7

3.7

3.1

7.3

11.3

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1職位

2昇進・昇格のスピード

3担当する職務の範囲

4担当する仕事量

5海外関連業務担当の頻度

6海外出張の頻度

7海外赴任の頻度

かなり高い やや高い 変わらない やや低い かなり低い

キャリア設計上
助けになったの
は7割程度。現在
の仕事に就く上
で助けになった・
現在の仕事で留
学で学んだスキ
ルを使っている
のは6割程度。

採用時に留学経
歴が評価された
のは6割弱、4割
は評価されてい
ない。その他の
項目も概ね６割
程度。

留学未経験者と比較したキャリア処遇上の違い

担当する職務の
範囲が広い、海
外関連業務担当
の頻度が高い、
の回答が4割程
度と高いが、そ
れ以外は2～3割
程度。

n=2,836

29.7

13.3

13.0

30.5

36.0

32.7

18.4

33.9

42.9

35.4

39.9

47.3

42.3

41.2

42.7

42.6

21.8

39.3

38.0

18.3

17.4

21.4

29.3

18.5

5.7

12.1

9.1

4.0

4.3

4.7

9.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1A楽観的⇔B悲観的

2Aリスクをとる⇔Bとらない

3A革新的⇔B保守的

4A新規性⇔B継続性

5A転職⇔B長く働く

6A多様な価値観⇔B同じ価値観

7Aストレス強い⇔B弱い

8A生活向上⇔B身の丈

Aに近い どちらかというとAに近い どちらかというとBに近い Bに近い

41.9

20.4

15.8

22.2

30.8

16.9

21.6

36.2

16.5

19.6

21.7

24.6

19.8

21.5

21.0

14.5

45.0

42.1

35.2

48.4

53.5

42.8

46.9

48.0

40.3

41.9

45.1

48.4

48.7

50.2

53.3

46.0

10.4

30.5

36.5

23.9

12.9

32.7

25.5

13.0

34.5

30.2

25.9

22.7

26.9

24.1

21.8

33.3

2.7

7.0

12.5

5.6

2.8

7.6

5.9

2.8

8.6

8.2

7.4

4.3

4.6

4.2

3.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日本人としての意識が高まった

2アジア人としての意識が高まった

3地球市民としての意識が高まった

4政治・社会問題への関心が高まった

5外交・国際関係への興味が高まった

6環境・貧困問題等の地球的課題に対する意識が高まった

7平和に対する意識が高まった

8多様な価値観や文化的背景を持つ人と共生する意識が高

まった

9社会での男女共同参画の意識が高まった

10性別に捉われず家庭内における役割を担うことへの意識が

高まった

11宗教に関する寛容性が高まった

12リスクを取ること、チャレンジすることに関する意識が高

まった

13価値判断を留保して、なぜそうなのかを考えようとするよ

うになった

14自己肯定感（自信）が高まった

15自己効力感（ 自分はやるべきことを実行できるという意

識）が高まった

16自己有用感（ 社会の中で自分は必要とされているという

意識）が高まった

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

意識の高まり 業務外の活動への参加

8.0

6.7

9.3

7.7

11.8

3.2

14.1

13.2

28.0

20.7

31.2

23.6

31.4

10.5

36.4

34.9

35.8

37.9

33.5

36.6

31.6

32.7

29.4

30.4

28.2

34.7

26.1

32.1

25.1

53.5

20.1

21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1地域社会への貢献活動

2芸術文化の発展・育成支援活動

3身近な地域の環境美化運動など、生活の中

の省資源・省エネルギー、リサイクル等

4多様な価値観や文化的背景を持つ人々への

支援活動

5多様な価値観や文化的背景を持つ人々との

交流活動

6政治活動

7多様な年齢・世代の人々との交流活動

8多様な分野で活躍している人々との交流活

動

よく参加している 時々参加している あまり参加していない 全く参加していない

態度・価値観 n=4,486n=4,487n=4,488

日本人としての
意識、多様な価
値観や文化的背
景を持つ人と共
生する意識、外
交・国際関係へ
の興味が高まっ
たとの回答割合
が高い。

意識の高まりと
は対照的に、実
際に多様な価値
観や文化的背景
を持つ人々への
支援や交流活動
へ参加する割合
は3～4割程度に
とどまる。政治
活動への参加割
合は低い。

楽観的、新しい
ことを経験した
い（新規性）、
転職も厭わな
い、多様な価値
観の人と交流、
生活向上意欲の
割合が高い。
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29.9%

26.7%

41.6%

39.8%

50.1%

36.9%

24.7%

31.3%

28.2%

43.2%

37.5%

45.8%

33.4%

27.2%

19.6%

16.7%

31.8%

30.8%

34.0%

25.2%

16.6%

0% 20% 40% 60% 80%

1職位

2昇進・昇格のスピード

3担当する職務の範囲

4担当する仕事量

5海外関連業務担当の頻度

6海外出張の頻度

7海外赴任の頻度

学位取得/卒業(1031) 単位取得（交換留学等）(688) その他(1117)

65.7%

44.1%

79.7%

75.5%

81.8%

77.6%

61.2%

40.7%

75.9%

70.3%

74.0%

69.3%

69.2%

50.7%

82.9%

71.8%

75.4%

75.5%

69.8%

52.5%

80.2%

73.8%

76.7%

73.8%

57.2%

33.5%

69.9%

69.5%

71.1%

65.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1あなたは、現在の仕事に満足している

2あなたは、現在の収入に満足している

3あなたは、自分の留学経験に満足している

4あなたは、仕事以外のプライベートな生活に満足

している

5あなたは、交友関係に満足している

6あなたは、人生に満足している

高校(143) 大学(1870) 大学院（修士）(568) 大学院（博士）(202) 語学学校(1389)

73.5%

65.2%

41.7%

63.9%

38.1%

32.6%

66.1%

59.8%

33.3%

53.0%

25.9%

29.6%

0% 20% 40% 60% 80%

1キャリア設計の上で助けになった

2現在の仕事に就く上で助けになった

3現在の年収を高めるのに役立った

4現在の仕事において留学で学んだ知

識やスキルを使っている

5起業しようという意欲が高まった

（営利・非営利）を含む

6NPOや社会活動をしようという意欲

が高まった

男性(2205) 女性(2281)

49.1%

48.5%

44.3%

49.3%

55.5%

54.9%

54.7%

55.2%

58.8%

61.1%

57.3%

56.9%

65.6%

65.3%

62.1%

64.0%

69.1%

68.2%

62.7%

65.5%

72.8%

74.1%

72.8%

72.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1自分の留学経歴が評価された

2留学で身につけた語学力が評価された

3留学で学んだ知識やスキルが評価された

4外国人とのコミュニケーション経験が評価された

1年未満(1910) 1～2年未満(1114) 2～3年未満(517) 3～4年未満(317) 4～5年未満(220) 5年以上(405)

本調査により得られたデータでは、留学には多様な形態・関連要素が存在し、それらによって留学のインパクト（能力・意識・行動・活動・態度・価値観・キャリア・
人生など）に違いがあることが示唆されている。今後は様々なグループごとに分類・セグメント化して分析を行っていく予定である。特に、留学期間、留学先学校種別、
性別、留学先国別、分野別などの要素から、それぞれの多様な留学形態・種別ごとのインパクトについてモデル化を試みる。また、留学がキャリア、人生の満足度に与
える影響などについて、因子分析、クラスター分析、共分散構造分析などを用いてモデルを構築することも目標としている。さらに、分析データに基づき、留学経験者
インタビュー調査を実施する予定である。

研究の全体像と今後の分析方針

留学経験者
インタビュー調査

２０１５年夏　実施予定

雇用主調査
２０１４年に実施

留学先国別

性別

留学期間別

留学先学校種別

分野別

目的別

留学の長期的なインパクトに関する研究

能力

キャリア

中間ファクター

語学力

価値観 満足度

活動

長期的な
インパクト

意識
態度

留学形態別

今後は留学の様々な長期的インパクトについて異なる角度から分析を実施。

本研究は雇用主調査・留学経験者インタビュー調査などと関連させて分析を行う。

終わりに

留学者の特徴・属性、留学形態・種別など様々な要因が留学の長期的なインパクトに影響を与えている。

キャリアへの影響（性別）

採用における評価 
（留学期間別）

人生の満足度 
（留学先学校種別）

留学未経験者と比較した 
キャリア処遇上の違い 
（留学形態別）
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